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領域： 超領域 

テーマ： リテラシーとしての自然科学（物理科学篇） 

担当者名： 寺内 衛 

開講時期： 2017 年度前期 火曜 4,5,6 限 募集定員： 25 名 

内容： 

我々は地球という限られた空間で生活し，我々自身を含む“自然”の一部として存在していま
す。そのため，我々自身の行動は全て“自然の性質”に則ったものであり，また，我々自身が創り
出すことができるものもまた“自然の性質”に則っていることが必然的に要求されます。例えば，供
給した以上にエネルギーを取り出せる永久機関は存在しませんし，錬金術師の目指した“金以外
のものから金を生み出す”ことは不可能ですが，これらは全て“自然がそういう性質を有しているか
ら”です。“自然の性質”についての無知は，誤った判断に繋がります。従って，“自らの意思に従
って責任ある判断を行なえる自立した人間”であるためには，“自然科学の素養”は不可欠です。 

この科目では，U. C. Berkeley における liberal arts 科目に基づく ”Physics and 

Technology for Future Presidents –An Introduction to the Essential Physics Every 

World Leader Needs to Know–“を利用して，科学技術の礎としての“自然の性質”についての
知見を，難解な数式を利用せずに英文読解力と併せて獲得することを目指します。 

到達目標： 

・“英文資料”を通して新たな知を獲得できるようになる 

・自然科学において培われてきた方法論のうち，物理学に代表される“抽象化”と“モデル化”とい

う手法を理解する 

・エネルギーや核兵器等のグローバルな問題の正当な理解には，“自然の性質”としての物理学

的知見が不可欠であることを認識する 

講義方法： 
3コマのうち，1コマ目は予習内容（レジュメ）の相互確認（担当教員への質問を含む），2コマ目は

履修者全員によるそれぞれの担当部分のプレゼン，3 コマ目はその章で採り上げられているテー

マに関する担当教員による補足説明と履修者全員での討論，という形で進めます。 

準備学習： 
毎回教科書の 1 章分に相当する英文（30-40 ページ）を予め読了し，担当部分についてはその

英文全訳を作成した上で，内容の概要を“他の履修生に説明できるように”まとめておくこと（＝レ

ジュメを作っておくこと）。担当部分に関する作業を行なわない場合は，単位を修得できません。 

成績評価： 最終回に，それまでに読了した部分に関するテストを行ない，その結果で評価します。 

欠席基準： 

授業実施回数の 3分の 1（端数は切り捨て）以上を欠席した場合は，単位を修得することができま

せん（「欠席」評価となります）。なお，「就職活動による欠席届」は，所定の様式に加えて“欠席を

する日時に先方による『選考』が行なわれることを証明できるもの（例えば，先方からの選考日時

連絡メールのスクリーンショットなど）”の提出があった場合にのみ受理し，欠席回数に加えないこ

ととします（単なる説明会参加・OBOG訪問などは欠席として扱います）。 

講義構成： 

第 1回：  Introduction 

第 2回：  エネルギーと爆発の物理 

第 3回：  原子と熱 

第 4回：  重力・力・空間 

第 5回：  核・放射能 

第 6回：  連鎖反応・原子炉・原爆 

第 7回：  電気・磁気 

第 8回：  波動（UFO・地震・音楽） 

第 9回：  光 

第 10回： 見えない光 

第 11回： 気候変動 

第 12回： 量子物理 

第 13回： 相対論 

第 14回： 宇宙 

第 15回： 全体のまとめ（テスト） 

履修条件： 英語圏の教養人が執筆した“普通の英語”を読みこなす意欲を持ち続けられること 

推奨科目：  

選考方法：  

備考：  

説明会： 実施しません。 

 


